
広報

平成27年

1月号
〔601号〕

年男・年女に聞く今年の抱負………　２
申告相談が始まります………………　４
話題の散歩道…………………………　６
お知らせ………………………………　９
図書室だより…………………………１３

今月の主な内容	

町公式キャラクター

かぼまる

今ではとても貴重な「火の用心」



新年　明けまして　おめでとうございます。
皆さん、良いお年を迎えられたこととお喜び申し上げます。
さて、年頭にあたり、これからの１年をどのように過ごすか考えてみてはいかがでしょうか。
そこで、今年の年男・年女の方にこれからの抱負などを伺いました。

平成27年　今年は未年

年男・年女に聞く今年の抱負

　

毎
日
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、

新
聞
を
読
ん
だ
り
し
て
過
ご
し

て
い
ま
す
。
若
い
頃
は
、
百
姓

や
牛
飼
い
な
ど
色
々
な
仕
事
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
で
は
週

に
２
回
、
行
っ
て
い
る
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
が
楽
し
み
で
す
。
月
１

回
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
も
利
用
し

て
い
ま
す
が
、
色
々
な
人
た
ち

に
会
え
る
の
で
う
れ
し
い
で
す
。

　

食
事
は
好
き
嫌
い
な
く
食
べ

ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
規

則
正
し
い
生
活
を
し
て
、
家
内

と
お
茶
の
み
を
し
な
が
ら
健
康

で
過
ご
し
た
い
で
す
。

　

自
分
で
は
ま
だ
若
い
つ
も
り

で
い
て
も
、
小
さ
な
段
差
で
つ

ま
ず
く
こ
と
も
あ
り
年
を
感
じ

ま
す
。
家
族
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
、
自
分
で
気
を
つ
け

て
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

孫
た
ち
が
い
る
の
で
朝
か
ら

晩
ま
で
怒
っ
た
り
、
た
ま
に
怒

ら
れ
た
り
し
な
が
ら
賑
や
か
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。
孫
と
い
ら

れ
る
の
は
幸
せ
だ
と
思
う
の
で
、

お
互
い
に
面
倒
を
み
な
が
ら
、

仲
良
く
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

こ
の
時
期
は
雪
の
始
末
を
し

な
が
ら
、
横
田
公
民
館
で
行
う

老
人
作
品
展
に
向
け
て
綿
入
れ

な
ど
を
作
り
始
め
よ
う
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
物
を
作
る
こ

と
が
好
き
な
の
で
、
農
作
業
が

一
段
落
す
る
と
ほ
う
き
や
が
ば

ぞ
う
り
な
ど
も
作
っ
て
い
ま
す
。

　

春
か
ら
は
畑
仕
事
や
大
好
き

な
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
で
き
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
物
を
つ
く
っ
た

り
、
そ
の
時
々
の
作
業
を
し
な

が
ら
元
気
に
過
ご
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

結
婚
す
る
前
は
華
道
の
先
生

に
な
る
の
が
夢
で
し
た
が
、
今

で
は
違
う
人
生
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
変
化
の
中
で
色
々
な

物
事
に
対
し
て
、
自
分
が
ど
ん

な
風
に
対
処
し
て
き
た
か
、
こ

れ
か
ら
ど
ん
な
対
応
を
し
て
い

く
の
か
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

何
気
な
い
生
活
の
中
に
も
、

見
方
を
変
え
れ
ば
面
白
い
こ
と

が
あ
る
は
ず
な
の
で
、
そ
ん
な

こ
と
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に

年
を
取
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
正
８
年
生
ま
れ

雪
下
小
太
郎
さ
ん

	

（
本
名
）

昭
和
18
年
生
ま
れ

若
林
豊
次
さ
ん

	

（
川
口
）

昭
和
６
年
生
ま
れ

奥
ヒ
サ
子
さ
ん

	

（
土
倉
）

昭
和
30
年
生
ま
れ

横
田
早
苗
さ
ん

	

（
越
川
）

週
に
２
回
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
楽
し
み

健
康
で

過
ご
せ
る
よ
う
に

大
好
き
な

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

何
気
な
い
幸
せ
を

み
つ
け
た
い
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ま
ず
は
無
病
息
災
で
過
ご
す

こ
と
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
な
り
の
年
に
な
っ
た
の
で
体

に
気
を
付
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

仕
事
は
少
し
ず
つ
減
っ
て
き

て
い
ま
す
が
、
新
し
い
事
に
挑

戦
す
る
年
で
も
な
い
と
感
じ
て

い
ま
す
の
で
、
高
望
み
せ
ず
、

背
伸
び
せ
ず
に
あ
り
の
ま
ま
の

自
分
で
生
活
し
て
い
け
れ
ば
い

い
な
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
や
両
親
が
い
る
の
で
家
族
が

み
ん
な
仲
良
く
、
元
気
に
暮
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
中
学
生
に
な
る
の
で

初
め
て
経
験
す
る
こ
と
が
多
く

な
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
そ
の

こ
と
に
負
け
な
い
で
、
何
事
に

も
頑
張
っ
て
行
き
た
い
で
す
。

ク
ラ
ス
の
人
数
が
増
え
る
の
で
、

は
や
く
み
ん
な
と
友
だ
ち
に
な

っ
て
楽
し
い
中
学
校
生
活
を
送

り
た
い
で
す
。
な
れ
な
い
こ
と

が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
み
つ
け
、

全
力
で
ぶ
つ
か
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
本
や
音
楽
が
好

き
な
の
で
色
々
楽
し
み
た
い
で

す
。

　

私
は
か
ね
や
ま
ホ
ー
ム
に
勤

め
て
い
ま
す
が
、
仕
事
上
の
資
格

を
取
得
す
る
た
め
の
試
験
に
向

け
て
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
な
の
で
、

卓
球
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
職
場
対
抗
で

行
う
試
合
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
、

日
頃
か
ら
運
動
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も

ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ケ
ガ
や
病
気
に
気

を
付
け
て
ホ
ー
ム
に
来
ら
れ
る

方
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く
過
ご

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

実
家
か
ら
通
勤
し
て
い
る
の

で
家
族
に
負
担
を
か
け
な
い
よ

う
に
生
活
で
き
れ
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
車

の
運
転
に
気
を
付
け
て
事
故
に

あ
わ
な
い
よ
う
し
、
自
分
の
趣

味
に
ば
か
り
時
間
を
取
ら
な
い

よ
う
に
し
て
家
の
仕
事
を
手
伝

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
活
字
か
ら
遠
ざ
か

っ
て
い
る
の
で
時
間
を
見
つ
け

て
読
書
は
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

少
し
ず
つ
貯
金
も
し
た
い
の
で
、

時
間
と
お
金
を
有
効
活
用
し
て

健
康
に
暮
ら
し
た
い
で
す
。

昭
和
42
年
生
ま
れ

大
竹
勤
さ
ん
（
大
志
）

平
成
15
年
生
ま
れ

須
佐
円
果
さ
ん

	

（
山
入
一
）

昭
和
54
年
生
ま
れ

長
谷
川
誠
さ
ん

	

（
川
口
）

平
成
3
年
生
ま
れ

菅
家
亜
沙
子
さ
ん

	

（
上
横
田
）

あ
り
の
ま
ま
の

自
分
で
生
活
し
た
い

何
事
に
も

全
力
で
頑
張
り
た
い

仕
事
に
ス
ポ
ー
ツ
に

　
　
　
ダ
イ
エ
ッ
ト

時
間
を
有
効
活
用
し
て

健
康
に
暮
ら
し
た
い

　

平
成
27
年
の
干
支
は
未
で
す
。

未
は
群
れ
を
な
す
と
こ
ろ
か
ら

「
家
族
の
安
泰
」
を
表
す
と
さ

れ
、
い
つ
ま
で
も
「
平
和
」
に

暮
ら
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
。

　

金
山
町
も
住
民
た
ち
が
家
族

の
よ
う
に
暮
ら
せ
る
1
年
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
未
」
の
字
は
、
象
形

文
字
で
木
の
枝
葉
の
茂
っ
た
様

子
を
表
し
ま
す
。
未
の
月
に
あ

た
る
６
月
は
、
様
々
な
作
物
が

成
熟
す
る
大
切
な
季
節
で
あ
り

豊
作
へ
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

実
り
の
多
い
1
年
に
な
る
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

今
年
は
未
年
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準
備
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す

⃝

今
年
の
１
月
１
日
現
在
、
町

内
に
住
所
が
あ
り
、
昨
年
中

に
収
入
が
あ
っ
た
方

⃝
農
業
、
営
業
や
そ
の
他
事
業

を
営
む
方

⃝
給
与
所
得
で
年
末
調
整
を
し

て
い
な
い
方

⃝
年
末
調
整
を
し
て
も
、
他
の

給
与
や
給
与
以
外
に
収
入
が

あ
る
方

⃝
給
与
所
得
が
２
０
０
０
万
円

を
超
え
る
方

⃝
譲
渡
所
得
、
一
時
所
得
や
株

式
な
ど
の
利
益
配
当
な
ど
が

あ
っ
た
方

⃝
給
与
や
年
金
な
ど
の
源
泉
所

得
税
の
還
付
を
受
け
る
方

⃝
収
入
が
無
く
て
も
、
所
得
証

明
書
な
ど
が
必
要
な
方

※
障
害
者
年
金
（
非
課
税
）
受

給
者
の
方
や
、
全
く
収
入
が

な
い
方
で
も
、
申
告
を
し
て

い
な
い
と
、
国
保
税
や
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
医
療
費

な
ど
で
必
要
な
軽
減
等
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

⃝

給
与
収
入
（
専
従
者
給
与
を

含
む
）
だ
け
で
年
末
調
整
を

し
た
方

⃝
年
金
収
入
だ
け
で
、
65
歳
未

満
で
70
万
円
、
65
歳
以
上
で

１
２
０
万
円
以
下
の
方

⃝
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申

告
を
す
る
方

申
告
が
必
要
な
方

申
告
の
必
要
が
な
い
方

帳
簿
書
類
の
記
帳
・
保

存
の
義
務
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す

平成27年度から
住民税の前納報奨金制度は
廃止します

　

農
業
や
営
業
な
ど
の
事
業
所

得
、
不
動
産
所
得
、
山
林
所
得

が
あ
る
方
は
、
平
成
26
年
１
月

か
ら
の
売
上
げ
な
ど
の
収
入
、

経
費
な
ど
に
つ
い
て
取
引
年
月

日
や
金
額
等
を
記
入
し
た
帳
簿

等
を
作
成
し
保
存
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

帳
簿
の
ほ
か
、
請
求
書
・
領

収
書
な
ど
の
書
類
を
整
理
し
て

保
存
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　住民税の納付は、第１期の納期
限までに全期分を一括納付した場
合に交付される前納報奨金を平成
２７年度から廃止します。
　これは、住民税を給与や年金か
ら天引きされている人には、この
制度を利用できないことによる不
平等感が生じていることなどの理
由によるもので、平成２６年１２
月定例議会で関係条例を改正した
ものです。
　前納報奨金制度は廃止されます
が、これまでと同様に納付書また
は口座振替により全期分を一括で
納付することができます。

申告の期間

2月13日（金）から
3月16日（月）まで

２
月
か
ら
平
成
26
年
分
所
得
の
申
告
相
談
が
始
ま
り

ま
す
。
申
告
相
談
の
日
程
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

子どもたちの明るい生活にも税金は使われます
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⃝

給
与
（
賃
金
）
や
年
金
所
得

の
源
泉
徴
収
票

⃝
農
業
所
得
の
あ
る
方
は
、
水

稲
品
種
ご
と
に
収
穫
量
、
畑

の
耕
作
面
積
や
そ
の
他
の
収

支
が
分
か
る
帳
簿

⃝
事
業
（
営
業
）
所
得
の
あ
る

方
は
、
現
金
出
納
帳
な
ど
収

支
の
分
か
る
帳
簿

⃝
道
路
改
良
な
ど
で
土
地
や
家

屋
な
ど
の
譲
渡
を
さ
れ
た
方

は
「
公
共
事
業
用
資
産
の
買

い
取
り
等
証
明
書
」

⃝
一
般
の
土
地
や
家
屋
な
ど
の

売
買
を
証
明
す
る
書
類

申
告
に
持
参
す
る
も
の

⃝
次
の
控
除
証
明
書

◦
生
命
保
険
料
・
介
護
医
療
保

険
保
険
料
や
個
人
年
金
支
払

証
明
書

◦
地
震
保
険
や
火
災
保
険
支
払

証
明
書

◦
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明

書
◦
医
療
費
支
払
領
収
書

◦
障
害
者
手
帳
（
本
人
ま
た
は

扶
養
親
族
に
障
害
の
あ
る
方
）

◦
寄
付
金
控
除
証
明
書

※
所
得
税
の
還
付
申
告
を
さ
れ

る
方
は
、
源
泉
徴
収
票
を
忘

れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
銀
行
、
Ｊ
Ａ
や
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
な
ど
の
本
人
名
義
の
口
座

番
号
を
確
か
め
て
来
て
く
だ

さ
い
。

確定申告書作成会場
　会津若松税務署では、確定申告書を
作成する会場を開設します。

⃝日時
　２月　２日（月）から
　３月１６日（月）まで
　午前９：３０から午後４：００まで
　※土曜・日曜・祝日を除く
⃝場所　アピオスペース
　　　　（会津若松市インター西９０）
※昨年と会場が変更になりました。
※税務署内には申告書を作成する会場

はありません。

　　　◎問い合わせ…会津若松税務署
　　　　☎０２４２－２７－４３１１

地区名 日　　　時 場　　　所 地区名 日　　　時 場　　　所

川 口 ２月２６日（木）　９：００～１４：００ 川 口 集 会 所 大栗山 ３月　５日（木）１３：３０～１４：３０ 大栗山地区集会所

小栗山 ２月１６日（月）　９：３０～１１：００ 生 活 体 験 館 福 沢 ３月　６日（金）１３：３０～１４：３０ 福 沢 集 会 所

八 町 ２月１７日（火）　９：３０～１１：００ 八 町 集 会 所 沼 沢 ３月１０日（火）　９：３０～１１：３０ 沼 沢 集 会 所

玉 梨 ２月１８日（水）　９：３０～１４：００ 玉 梨 集 会 所 太郎布 ３月　６日（金）　９：３０～１０：３０ 太郎布地区集会所

西 谷 ２月１３日（金）　９：３０～１３：００ 西 谷 集 会 所 横 田 ２月２３日（月）　９：３０～１３：３０ 横 田 公 民 館

本 名 ２月１９日（木）　９：３０～１４：３０ 本 名 公 民 館 上横田 ２月２４日（火）　９：３０～１１：３０ 上 横 田 集 会 所

橋 立 ２月１７日（火）１３：３０～１５：００ 橋立地区集会所 土 倉 ２月２０日（金）１３：３０～１４：３０ 土 倉 集 会 所

湯 倉 ２月１７日（火）１３：３０～１５：００ 橋立地区集会所 西 部 ２月２４日（火）１３：３０～１４：３０ 西部地区集会所

大 志 ３月　４日（水）　９：３０～１１：００ 大 志 集 会 所 大 塩 ２月２５日（水）　９：３０～１４：００ 大 塩 集 会 所

板 下 ３月　９日（月）　９：３０～１１：３０ ゆ う ゆ う 館 滝 沢 ２月２７日（金）　９：３０～１２：３０ 滝 沢 集 会 所

宮 崎 ３月　９日（月）１３：００～１４：３０ ゆ う ゆ う 館 田 沢 ２月２７日（金）１３：３０～１４：３０ 田 沢 集 会 所

上 田 ３月　４日（水）１３：３０～１４：３０ 上田地区集会所 石 塚 ３月　２日（月）　９：３０～１１：００ 新遠路地区集会所

水 沼 ３月　５日（木）　９：３０～１１：３０ 沼 沢 公 民 館 新遠路 ３月　２日（月）　９：３０～１１：００ 新遠路地区集会所

上大牧 ３月　５日（木）　９：３０～１１：３０ 沼 沢 公 民 館 鮭 立 ３月　３日（火）　９：３０～１１：００ 山 入 集 会 所

下大牧 ３月　４日（水）１３：３０～１４：３０ 下 大 牧 集 会 所 藤 倉 ３月　３日（火）１３：００～１４：００ 藤倉地区集会所

高 倉 ３月　５日（木）１３：３０～１４：３０ 高 倉 集 会 所 越 川 ２月２０日（金）　９：３０～１１：３０ 越 川 集 会 所

三 更 ３月　４日（水）１３：３０～１４：３０ 三更地区集会所 町内全域 ３月　８日（日）　９：００～１６：００ 金 山 町 役 場

平成26年分所得  　申告相談日程表

※各地区での申告ができない方のために、３月８日（日）に申告相談を行います。混雑が予想されますので、あら
かじめご了承ください。
	 ◎問い合せ先…金山町役場　住民課　住民税務係　☎５４－５１２１
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　１２月５日に金山小学校
で若囃子の引継ぎ式が行わ
れました。若囃子は金山小
学校の全校生で行う合奏曲
で、それぞれの楽器ごとに
上の学年の児童から下の学
年の児童に教えながら引き
継いで行くものです。
　当日は、最初に全校児童で合奏を行った後、６年生
の栗田晴くん（川口）から押部航介くん（八町）に「し
っかりと演奏してください」と大太鼓のバチが手渡さ
れ、「これからも伝統を受け継いでいきます。」と受け
取りました。それから６年生が見守る中、５年生から
１年生で演奏が行われ､盛大な拍手が送られました。

伝統を受け継ぐ
金山小学校若

わ か

囃
ば や

子
し

引継ぎ式

かわいい姿に思わずにっこり
町内保育所でおゆうぎ会

十数年ぶりにかもしかコース滑走可
フェアリーランドかねやまスキー場オープン

伝統は受け継がれます

　１２月６日に川口保育所ですくすく会が行わ
れ、保護者や兄弟たちが来場し、子どもたちの
劇や歌、楽器の演奏などの発表に惜しみない拍
手が送られました。

　フェアリーランドかねやまスキー場が１２月
２３日にオープンしました。今年は降雪が早か
ったため、かもしかコースが初日から滑走可能
となりこれは十数年ぶりとのことです。

横田保育所「劇　十二支のおはなし」

楽しそうな来場者オープニングセレモニー

川口保育所「オオカミと６匹の子ヤギ」

　１２月１３日には横田保育所でほほえみ会が
開催され、保護者や地域の方などが子どもたち
の発表に見入っていました。
　ほほえみ会の終了後には、クリスマス会が行
われサンタクロースが登場し、子どもたちはプ
レゼントをもらって大喜びでした。　

　リフトにはオープンを待ちわびたお客様が並
び、久しぶりの雪の感触にスキーやスノーボー
ドを楽しんでいました。
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待ちわびたトンネル開通
国道252号滝トンネル開通式

おだやかに迎春
新春名刺交換会

こどもたちが大喜び
サンタクロースがやってきた

恥ずかしそうな若林志帆さん（湯倉）

「サンタさんありがとう」と小林大翔くん（本名）

　１２月２０日、国道２５２号滝トンネ
ルの開通式が行われました。村田副知事
や金山町長を始め関係者が出席し、交通
安全祈願祭、テープカットとくす玉開披
が行われました。
　旧滝トンネルを含む区間は、直角カー
ブがあり幅員も狭く危険な道路でした。
また、平成２３年の豪雨災害の際には、一部が壊れしばらく通行ができなくなりました。今回の開
通により広くて明るく、カーブの少ない道になり住民のみなさんからも開通を喜ぶ声が上がってい
ました。

　１月５日、和泉屋で平成２７年新春名刺交換
会が行われ、町内の各界からの代表者ら約６０
名が出席しました。
　長谷川町長は「少子高齢化対策やＪＲ只見線
の全面復旧など課題は多いが町民と対話しなが
ら町政をすすめていきたい」と挨拶しました。
五ノ井清二金山町議会議長、杉山純一県議会議
員の挨拶のあと、金山町区長会長の栗城篤義さ
ん（川口）の発声で乾杯が行われました。参加者
はお互いの近況や地区の状況など情報交換をし
ながら今後について話していました。

１２月２５日のクリスマスの日、町内の子ども
たちにサンタクロースからのプレゼントが届き
ました。これは、町と共同募金金山町分会が協
同で行っている事業で、サンタに扮した若者が
子どものいる家庭をそれぞれ訪問しました。

各界の代表が集まった名刺交換会

関係者らによるテープカット

　サンタさんからプレンゼントを受け取った子
どもたちのなかには、嬉しそうに手を振る子ど
もや、不思議そうにサンタをみつめる子がいま
した。
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　１２月２４日と１月６日の２日間、小学生を
対象とした中央公民館主催の学習塾が御神楽館
で開催されました。
　子どもたちは職員らの指導のもと習字の学習
をしたり、工作でスノードームを作ったりして
いました。また、英語指導助手のダイアナ先生
と英会話でゲームをしたり、外で雪遊びをした
りして楽しい時間を過ごしました。

　１２月１５日、生活体験館でマコモタケにつ
いて研修会が町主催で開催されました。マコモ
タケは、近年湿地田や耕作放棄地対策としても
注目されている作物で、食べるとタケノコのよ
うな食感があり、きんぴらなどとしても食され
ています。会場には宿泊業者や農業法人など約
２０名が参加し「どのようにすれば大きな実が
採れるか？」など栽培方法について質問をして
いました。

楽しく学べる
冬休み学習塾

６次化商品になるかも？
マコモタケ研修会開催

スノードームを作っています
一生懸命に話を聞く参加者

　１２月２０日、東京の池袋で農林水産省の補
助事業として新・農業人フェアが開催されまし
た。この催しは、農業の担い手不足に悩む市町
村が集まり、新規就農者を募集しようとするも
のです。金山町からは地元企業の方や就農者が
参加し、会場を訪れた方に町の良さを知っても
らおうとパンフレットを使ったり、自身の体験
などを話し説明を行いました。

農業に興味ある人は金山へ
新・農業人フェア

金山町の良さを伝えましたここからメロディーロードが始まります

　三島町との境界付近、大字水沼地内にメロデ
ィロードが完成しました。メロディーロードは
車で走ると音楽が聞こえる道路で、東北では金
山町が初めてです。原曲は英語ですが、日本語
訳の歌詞は「カントリーロードこの道ずっと行け
ばあの街につづいてる気がするカントリーロー
ド」です。口ずさんでみてはいかがでしょうか。

車で走ると音楽が流れる
メロディロードが完成
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お
知
ら
せ
今月の納税

納め忘れに
ご注意くだ
さい

こ
れ
か
ら
の
予
定

納期限は

2月2日
です

◦
固

定

資

産

税　
　

４
期

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

６
期

◦
水

道

使

用

料　
　

１
月
分

★
1
月
★

▼
20
日（
火
）

◦
４
ヵ
月
健
診

　

午
前
11
時
15
分
〜

	
	

坂
下
厚
生
病
院

▼
21
日（
水
）

◦
運
転
免
許
更
新

　

午
前
９
時
〜	

御
神
楽
館

◦
３
歳
児
健
診

　

午
後
１
時
〜
柳
津
町
銀
山
荘

▼
22
日（
木
）

◦
か
ら
だ
楽
々
教
室

　

午
前
９
時
30
分
〜

	
	

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
25
日（
日
）、
２
月
８
日（
日
）

　
２
月
14
日（
土
）

◦
町
民
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
教
室

　

午
前
９
時
30
分
〜

	

フ
ェ
ア
リ
ー
ラ
ン
ド

	
	

か
ね
や
ま
ス
キ
ー
場

▼
30
日（
金
）

◦
金
山
町
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

３
，０
０
０
日
達
成

★
2
月
★

▼
６
日（
金
）

◦
ハ
イ
ハ
イ
ク
ラ
ブ　

　

午
前
10
時
〜　

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
12
日（
木
）

◦
行
政
相
談

　

午
前
10
時
〜　

金
山
町
役
場

叙
　
　
　
勲

表
　
　
　
彰

案
　
　
　
内

　

長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
滝
沢
澄

夫
さ
ん（
横
田
）が
瑞
宝
單
光
章

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

滝
沢
さ
ん
は
昭
和
31
年
に
金

山
村
消
防
団
に
入
団
さ
れ
、
昭

和
62
年
に
は
第
２
分
団
長
に
就

任
し
、
地
域
の
防
火
・
防
災
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
５
日
に
自
治
功
労
者
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
さ
れ
た
２
名
の
表
彰
区

分
と
功
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

	
（
敬
称
略
）

【
特
別
功
労
章
】

　

長
谷
川　

律　

夫
（
西
谷
）

　

町
長
在
職
８
年

滝
沢
澄
夫
さ
ん
へ

瑞
宝
單
光
章

自
治
功
労
者
表
彰

受章を喜ぶ滝沢さん（中央）

受章を喜ぶ長谷川さん
　

町
で
は
、
川
口
高
等
学
校
や

高
等
専
門
学
校
の
生
徒
、
川
口

高
等
学
校
を
卒
業
し
て
大
学
や

短
大
な
ど
で
学
ぶ
学
生
を
対
象

と
し
た
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

町
奨
学
生
募
集

募
　
　
　
集

　

平
成
27
年
２
月
１
日
現
在
で
、

「
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
我
が
国
の
農
林
業
・
農
山

村
地
域
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。

　

１
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農

林
業
を
営
ん
で
い
る
皆
様
の
と

こ
ろ
に
訪
問
し
て
、
調
査
票
に

農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
様
の
お
宅
や
会
社
に
調
査

員
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
を

▼
貸
与
期
間

　

正
規
就
学
期
間

▼
奨
学
金
の
額

◦
川
口
高
等
学
校
生
徒

　

	

（
月
額
２
万
円
以
内
）

◦
高
等
学
校
の
生
徒
以
外
の
学

生	

（
月
額
５
万
円
以
内
）

▼
申
込
受
付

金
山
中
学
校
・
川
口
高
等
学

校
を
通
し
て
受
け
付
け
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
教
育
委
員
会

	

☎
54
︲
５
３
６
０

　感染症予防には手洗いやうがいが有効
です。
　十分な栄養・睡眠をとり、体に不調が
ある場合は早めに医療機関を受診しまし
ょう。

ノロウイルス感染・　
インフルエンザを予防しましょう

【
善
行
章
】

　

栗　

城　

才　

喜

　
（
会
津
若
松
市
・
玉
梨
出
身
）

　

高
額
寄
付
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町
内
で
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
棲
息

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
付
近

で
見
か
け
た
場
合
は
ゆ
っ
く
り

と
建
物
内
に
避
難
す
る
な
ど
、

サ
ル
を
刺
激
し
な
い
よ
う
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

絶
対
に
エ
サ
を
与
え
な
い
で
く

だ
さ
い
。

◎
サ
ル
目
撃
情
報
の
連
絡
先

　

農
林
振
興
係

	

☎
54
︲
５
３
２
１

ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
注
意

注
　
　
　
意

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
２

ヵ
月
に
一
度
実
施
し
て
い
ま
す

が
、冬
期（
１
月
・
３
月
）は
積
雪

の
た
め
に
検
針
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
間
に
水
道
管
が
凍
結
、

破
裂
し
、
そ
れ
が
原
因
で
漏
水

が
起
こ
り
水
道
料
金
が
高
額
に

な
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

　

地
下
埋
没
で
容
易
に
発
見
出

来
な
い
漏
水
は
水
道
料
金
の
減

免
が
可
能
で
す
が
、
使
用
者
の

管
理
不
十
分
・
不
備
が
原
因
の

漏
水
は
減
免
で
き
ま
せ
ん
の
で

水
道
管
の
凍
結
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

水
道
管
凍
結
の
予
防
法

◦
凍
結
防
止
帯
（
電
熱
線
）
等

水
道
管
の
凍
結
に
注
意

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

◦
電
熱
線
を
設
置
し
て
い
る
方

　

は
必
ず
コ
ン
セ
ン
ト
が
入
っ

て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◦
長
時
間
水
道
を
使
わ
な
い
と

き
は
、水
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

◦
水
道
メ
ー
タ
ー
の
中
に
は
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
毛
布
な
ど

を
入
れ
て
保
温
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
上
下
水
道
係

	

☎
54
︲
５
３
１
５

ご
寄
付
に
感
謝

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

広
報
送
付
に
対
し
て

⃝

南
会
津
町
の

　

押
部
康
二
さ
ん
よ
り

	

二
十
万
円

⃝
東
京
都
町
田
市
の

　

小
阪
由
香
子
さ
ん
よ
り

	

十
五
万
円

⃝
東
京
都
江
戸
川
区
の

　

渡
辺
幸
子
さ
ん
よ
り
五
万
円

⃝
東
京
都
西
東
京
市
の

　

齋
藤
広
さ
ん
よ
り　

三
万
円

⃝
大
阪
府
大
阪
市
の

　

長
谷
川
保
さ
ん
よ
り
一
万
円

⃝
神
奈
川
県
平
塚
市
の

　

小
宮
守
雄
さ
ん
よ
り
二
万
円

⃝
神
奈
川
県
川
崎
市
の

　

滝
沢
雄
司
さ
ん
よ
り
三
万
円

⃝
千
葉
県
松
戸
市
の

　

吉
田
匡
宏
さ
ん
よ
り
一
万
円

⃝

埼
玉
県
川
口
市
の

　

岩
本
照
子
さ
ん
よ
り
一
万
円

⃝
埼
玉
県
川
口
市
の

　

中
丸
重
子
さ
ん
よ
り
二
万
円

⃝
埼
玉
県
上
尾
市
の

　

栗
城
七
郎
さ
ん
よ
り
一
万
円

　

ご
寄
付
は
広
報
紙
の
充
実
の

た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

⃝
会
津
美
里
町
の

　

土
田
純
一
さ
ん
よ
り
三
万
円

⃝
匿
名
希
望
の
方
３
名
か
ら

	

三
十
三
万
円

　

ご
寄
付
は
地
域
活
性
化
や
災

害
か
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　平成２７・２８年度の入札参加資格の受付
が始まりました。未提出の場合は入札などに
参加できません。提出書類など詳しくは、町
ホームページをご覧ください。

提出期限　２月２８日（土）
　随時受付については４月より実施します。
　◎問い合わせ…総務係　☎５４－５２１５

入札参加資格申請書の受付

　町では定期的に町水道の放
射性物質モニタリング検査を
しています。
　１２月２２日現在で町内水
道水から放射性セシウムは検
出されていません。
【参考】
　国が定めた飲料水の基準値
　放射性セシウム
　　　１０ベクレル／１ｋｇ
　◎問い合わせ…上下水道係
　　　　　☎５４−５３１５

水道水の放射性物質
検査結果　　　　　

自家消費用食品等の
放射性物質簡易測定の結果について

複数の検体を測定している場合は最低値と最高値を表示し
ています。

（測定年月日　平成２６年１２月１日～平成２６年１２月２６日）
※「ＮＤ」は、１０ベクレル/ｋg未満です。（単位：ベクレル/ｋｇ）

　町では自家消費用の食品等について放射線測定を役場と
横田出張所で行っています。測定を希望される方は、保健
福祉係か、横田出張所へ事前予約が必要です。

品　名 測定件数 未検出数 セシウム
（１３４＋１３７合計値）

地下水 3 3 ＮＤ
消却灰 1 1 ２,０５５.０

　なお、販売用食品の測定については農林振興係にお問い
合わせください。
◎問い合わせ
　保健福祉係　☎５４－５１３５（自家消費用食品について）
　横田出張所　☎５６－４１１１（自家消費用食品について）
　農林振興係　☎５４－５３２１（販売用食品について）
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雪像コンクール
作品募集

　自宅の庭先や職場の駐車場などに雪像を作
ってみませんか。個人や団体で多数のご参加
をお願いします。みんなで雪まつりを盛り上
げましょう。２月１３日（金）までに審査員が見
てまわり、優秀な作品には粗品が贈られます。
　作成される方は、２月１０日（火）までに、
次の内容をお電話でご連絡ください。

　・住所
　・氏名（代表者名）
　・電話番号
　・雪像の場所、タイトル等
　　　◎申し込み・問い合わせ／商工観光係
　　　　　　　　　　　　☎５４－５３２７

▶日時　２月１５日（日）
　　　　９：００～１５：００
▶場所　中川グラウンド周辺
　　　◎問い合わせ…商工観光係
　　　　　　　☎５４－５３２７
　第３７回会津かねやま雪まつりが開催され
ます。味じまんやステージショー、雪上ゲー
ム大会など内容も盛りだくさんです。
　当日は送迎バスの運行を予定していますの
で、お誘い合わせのうえ、ぜひご来場ください。

《町民体育館の催し》
　◦川口高校授業成果展示
　◦書き初め展示
　◦老人作品展示・販売

《ゆうゆう館の催し》
　◦私の言いたいこと発表会

只見線を
ご利用ください
　当日只見線を利用してご来場
の方へ、会津中川駅で降車され
る際に会場で使える５００円分
の金券をプレゼントします。

食べて 遊んで

大満足!
第
37
回雪まつり
会津かねやま
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みんなの只見線
乗ろう・守ろう・つなごう

只見線応援フェア JR只見線要望活動
　12月23日、東京にある「日本橋ふくしま館MIDETTE」
で行われた只見線応援フェアに長谷川町長が参加しま
した。当日は、只見
線の復旧を願い、雪
だるまにバケツの帽
子をかぶせる「戴冠
式」を行ったり、タ
レントの大桃美代子
さんとのトークショ
ーに参加するなど、
首都圏の方々にもＪ
Ｒ只見線について応
援を呼び掛けました。

日本橋ふくしま館MIDETTEとは
…日本橋に誕生した福島県の首都圏情報発信拠点です。

　12月22日、長谷川町長は福島県
生活環境部長や沿線の首長らととも
にＪＲ只見線の早期全線復旧要望活
動を行いました。長谷川町長らは国
土交通省や復興庁に出向たり、福島
県選出国会議員の方々に面会するな
どして、ＪＲ只見線についての要望
を訴えました。

只見線応援フェア

岩城光英参議院議員への要望

地域おこし協力隊

活動報告
　昨年７月に金山町に来て、ひとつ後悔していることがあります。
　それは「なんでもっと早く来なかったのか」ということ。一日一
日を大切に、金山を楽しみながら職務に励んでおります。
　さて活動報告です！　まず道の駅関係では「軽トラ市」の開催。
これは奥会津最大級の軽トラ市を目指して盛り上げて行きます。農
産物、加工品はもちろん、手作り品、鉢植え、古本、衣類、似顔絵、
マッサージなどなど何でもアリです。ドシドシご参加ください！
　あと他に変わったところだと役場の仲間たちとチンドン屋を作り
ました。僕が座長兼トランペット。観光ＰＲ、イベントなどで出演
オファーありましたらぜひ！
　それから椎名誠さんでおなじみ「浮き玉△野球大会」の新潟との
交流大会を開催しました。次回は３月に雪の上でやります。面白い
よ！　男女問わず小学生からOKです。こちらも参加者募集中です。
全てのお問い合わせは役場産業課　☎５４−５３２７　西脇まで！ １１月２３日にお披露目したチンドン屋

もっと早く来れば良かった
地域おこし協力隊　西

にし

脇
わき

　　優
まさる

　

代行バス区間の平均利用人数
（１日あたり）

　６月中　６５.１人　　７月中　７３.０人
　８月中　８９.２人　　９月中　７４.５人
１０月中　６３.９人　１１月中　５５.４人
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図 書 室 だ よ り

金山町の人口（ 1月 1日現在）

世 帯 数　１,１０５世帯（＋　１）
人　　口　２,２８６人　（－　３）
　 男 　　１,０８４人　（－　５）
　 女 　　１,２０２人　（＋　２）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

○新刊紹介
藤子・Ｆ・不二雄SF短編集／藤子・Ｆ・不二雄　著（小学館）
　藤子先生のSFワールド短編集、「ドラえもん」など児童もの以外の藤子先生の世界がわかる傑作短編集。

恋しるこ／和田　はつ子　著（角川春樹）
　塩梅屋の主・季蔵は嘉助に頼まれ、両替屋千田屋に生鮭料理の試作に赴く。季蔵が燻し鮭を作っている
最中、婚礼を控えているお千恵に「珊瑚の丸い簪」が届けられるが……。

もぐらバス／佐藤　雅彦　著（偕成社）
　ものおきのした１ちょうめ→だれかんちのにわ３ちょうめ→なまずぬま。こんなバスの停留所、みたこ
とないですよね。でも、それがあるのですよ。じめんの下のある所には……。

一般向け

一般向け

児童向け

◎問い合わせ…中央公民館　☎５４－５３３３

＊耐震工事のため、ご迷惑をおかけいたします。
　お一人様３冊まで２週間借りられます。（土曜日利用可）

○１２月の公民館図書室利用状況
貸出冊数　３５冊（うち児童書　７冊）

あ の 人 こ の 人
１２月届出（敬称略）

こんにちは赤ちゃん

今月は該当がありませんでした。

お二人で幸せに

♥
(
坂　内　友　洋（玉　梨）
石　川　宝

とみ

　子
こ

（西会津）

霊よ安らかに

馬　場　稔　雄（８０歳）横　田
加　藤　幸　男（８２歳）沼　沢
星　　　クラ子（９１歳）上　田
横　田　幸　一（７７歳）越　川
渡　部　　　英（５２歳）横　田
大　竹　正　知（８７歳）太郎布

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

1月26日は文化財防火デー
　文化財防火デーの制定は、昭和２４年１月２６日に
現存する世界最古の木造建造物である法隆寺（奈良県
斑鳩町）の金堂が炎上し、壁画が焼損したことに基づ
いています。 
　この事件は国民に強い衝撃を与え、火災などの災害
による文化財保護の危機を深く憂慮する世論が高まり、
翌昭和２５年に文化財保護の観点から文化財保護法が
制定されました。 
　その啓発活動の一環として、法隆寺金堂の焼損した
日であること、１月と２月が１年のうちで最も火災が
発生しやすい時期であることから、昭和３０年に当時
の文化財保護委員会（現在の文化庁）と国家消防本部

（現在の消防庁）が１月２６日を「文化財防火デー」と
定め、文化財を火災、震災その他の災害から守るとと
もに、国民一般の文化財愛護に関する意識の高揚を図
っています。
　町では１月２６日、旧五十島家住宅（板下）、宮崎大
悲堂（宮崎）で火災警報器の点検を行います。 

	 ◎問い合わせ…会津坂下消防署　
　　　　　　　　　　　　　　　　金山出張所
	 ☎５５－３１００ 
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川口高校
だより

　３年生の進路が続々と決まりうれしいお知らせが届いて
います。就職を希望する生徒は全員就職先が決まりました。
進学希望の生徒ではすでに合格が決まった生徒もいます。
　今回は、何人かの生徒の方にお話を聞きました。

専門学校で学びます
　栗城浩大さんは幼い頃から憧れ
ていた消防士になるため東洋パラ
メディカル学院で救命救急につい
て学びます。将来は会津管内の消
防署への配属を希望しています。
　栗城孝寛さんは高校に入学して
から料理に興味を持つようになり、
にいがた製果・調理師専門学校え
ぷろんで調理士について勉強しま
す。将来は自分の店を地元に持ち
たいそうです。

大学に合格しました
　新国さんは少子高齢化対策や町
づくりを学ぶために立命館大学
（京都府）を選びました。
　三井さんは教員を目指すために
都留文化大学（山梨県）に進学し、
より広い地域の人たちと交流を図
りたいと思っています。
　五ノ井さんは福島県内の医学を
学びたいと考え福島県立医科大学
を選びました。将来は養護教諭を
目指します。

就職先が決まりました
　石田さんは土木関係の仕事に興
味があり、職場体験でも楽しく仕
事ができた佐久間建設工業㈱に就
職を決めました。
　福祉コースを学ぶために川口高
校に入学した尾張さんと栗城さん
はそれぞれ希望した介護職に就職
できました。尾張さんは社会福祉
法人平成会、栗城さんは社会福祉
法人笑風会で、配属される事業所
は今後決定します。

左から石田　卓さん（会津若松市出身）
　　　栗城あみさん（会津若松市出身）
　　　尾張文恵さん（会津若松市出身）

左から新国光太郎さん（西部）
　　　三井　貴博さん（山入２）
　　　五ノ井優花さん（本名）

栗城浩大さん（左・板下）
栗城孝寛さん（右・板下）
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